
第１回 富山湾における「うねり性波浪」対策検討技術委員会 

議 事 次 第 

 
     開催日時： 平成２０年３月６日（木）１３：１５～１５：００ 
     開催場所： オークスカナルパークホテル富山  
 
 

１．開  会 

 

２．挨  拶 

     ・北陸地方整備局湾空港部長     大脇 崇 
     ・富山県土木部長      埴生 雅章 
 

３．委員紹介 

 

４．議  事 

 （１）委員長挨拶  
 （独）港湾空港技術研究所研究主監 高橋 重雄 
 
 （２）報告事項 
 ① 今回の「うねり性波浪」による被害について 
 ②「寄り回り波」について 
 ③ 今回の「うねり性波浪」に関する波浪状況等について 
 ④ ナウファスに関する情報について 
 ⑤ 今後の検討方針(案)について 
 
 （３）意見交換と方針決定 
  

５．閉  会 



富山湾における「うねり性波浪」対策検討技術委員会 

 

委員会の設置目的 

                 
 
 平成２０年２月２３日から２４日にかけて、発達した低気圧の影響により北

日本の日本海側地域を中心に、高波や暴風による被害が相次いだ。 
富山県内では、波に流されるなどして２人が死亡、家屋や倉庫等の損壊・浸

水は約３００棟にのぼったほか、沿岸部では海岸や漁港、そして港湾施設にも

大きな被害が発生した。 
 
 港湾施設については、伏木富山港の伏木地区の北防波堤で、全長１５００ｍ

のうち約８００ｍにわたって最大で１２メートル陸地側へ押し込まれる被害を

受けたほか、臨港道路や、港湾緑地で冠水による被害をうけるとともに、同港

新湊地区においても防波堤が一部決壊したほか、岸壁・物揚場・護岸で上部工、

車止めや防舷材等に、臨港道路や緑地で冠水による被害を受けた。 
 
 富山湾を襲い、港湾施設にも被害をもたらした今回の波浪は、国土交通省港

湾局の全国波浪観測情報網（ナウファス）の観測データによると、通常より長

い周期を持つ「うねり性波浪」であり、この波浪が断続的に来襲したことが確

認されている。 
 この「うねり性波浪」は地元で「寄り回り波」と呼ばれている。「寄り回り波」

は日本海北部の暴風域で発生・成長したうねりが、長い距離を伝播して富山湾

へ到達するものであり、あたかも各地を寄って回るように来襲するため古くか

ら「寄り回り波」と言われている。 
 
 本委員会は、港湾施設等に多大な被害を与えた「うねり性波浪」の対策を北

陸地方整備局港湾空港部と富山県が共同で検討するものであり、今回の被災状

況および波浪等の気象海象を取りまとめ整理するとともに、観測データの解析

等を通じて富山湾における「うねり性波浪」の特性把握と港湾施設被災のメカ

ニズムを明らかにし、今後の対応策について技術的な検討を行うことを目的と

して設置するものである。 
 



日時：平成２０年３月６日13:15～15:00
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　　　　２Ｆ　鳳凰東の間

 富山県土木部長（代理　次長　井波　久治
いなみ　ひさはる

）

役職

（独）港湾空港技術研究所  波浪研究室長

（独）港湾空港技術研究所  耐波研究室長

 国土交通省港湾局　技術企画課　技術基準審査官

 国土交通省港湾局　海岸・防災課　災害対策室長   

 長岡技術科学大学　水工・防災設計工学准教授

 富山商船高等専門学校　商船学科航海コース准教授

（独）港湾空港技術研究所　研究主監

（独）港湾空港技術研究所　海洋・水工部長
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平成２０年 ３月 ６日

国土交通省 北陸地方整備局

伏 木 富 山 港 湾 事 務 所

富山湾内の被災状況について

第１回 富山湾における『うねり性波浪』対策検討技術委員会 資料

富 山 県



土砂堆積 V=2,500m3泊地、航路経田漁港

魚津市

消波プロツク沈下 １００ｍ西地区沖防波堤

消波ブロック沈下 ４００ｍ西地区防波堤

堤防損壊 L＝５０ｍ東地区防波堤漁港

ネットフェンス倒れ ２００ｍ東埋立地元気の森公園

被覆石飛散、消波ブロック飛散海老江海浜公園突堤

駐車場一部土砂堆積新港海王丸パーク

波浪により波除堤決壊 ５０ｍ新港防波堤（波除）東

波浪により上部タイル破損 １００ｍ
防護柵破損 １００ｍ

新港防波堤（波除）西

波浪により上部タイル破損 １５０ｍ新港海王岸壁

波浪により貯木流出 約2,400本新港泊地公共土木施設

新湊地区（射水市）

富山湾の被害状況

射水市
被災施設 １０施設

滑川市
被災施設 ４施設

-- １１ --

（平成２０年３月４日現在）

釣り桟橋木製デッキ破損 ２０㎡ﾌｨｯｼｬﾘｰﾅ石田漁港

緩傾斜堤根固ブロック散乱、
直立堤消波ブロック流出 ５００ｍ
光ケーブル保護管被災 ２００ｍ

黒部海岸公共土木施設

黒部市

消波ブロック沈下 ２０ｍ護岸氷見漁港

氷見市

西突堤消波ブロック沈下、
標識灯倒壊

雨晴海岸

北防波堤ケーソン移動 ８００ｍ伏木外港北防波堤

立ち入り禁止用
フェンス流失 ２０ｍ

万葉３号岸壁

波浪により土砂堆積万葉１号、２号岸壁

波浪により土砂堆積
国分浜海浜公園
駐車場

波浪により土砂堆積 ５４０ｍ伏木万葉1号線

波浪により被災
(舗装、トイレなど) 15,000㎡

万葉埠頭緑地公共土木施設

（高岡市）伏木地区

陸側歩道舗装面隆起 ２０ｍ緩傾斜護岸

排水路吐口損壊 １箇所緩傾斜護岸

消波ブロック沈下 ５００ｍ離岸堤漁港

人工リーフ灯浮標（標識灯)の破損滑川海岸公共土木施設

滑川市

黒部市
被災施設 ２施設

高岡市
被災施設 ７施設

魚津市
被災施設 １施設

刺し等 流失 計40件

定置網 全損5件、一部損壊8件 計13件漁網

破損47隻、転覆6隻 計53隻漁船漁船等

養殖施設取水管取水障害1件射水市

焼却施設(艇用停止中)シャッター破損1件富山市

民間水産会社漁具倉庫壁損壊・海水土砂流入1件黒部市

個人用漁具倉庫全壊3件入善町

個人用船小屋全壊3件、一部損壊11件
船揚げ機等破損3件

朝日町水産施設

その他

朝日町
被災施設 ３施設

氷見市
被災施設 １施設

682092011242146515102計

11412朝日町

389411694014651411入善町

11射水市

3042黒部市

55高岡市

床下
浸水

床上
浸水

一部
損壊

半壊全壊
床下
浸水

床上
浸水

一部
損壊

半壊全壊軽傷重傷
行方
不明

死者

非住家（棟）住家被害（棟）人的被害（人）

市町村名

被害状況

道路損壊 ２００ｍ構内道路宮崎漁港

車道部陥没 L=9m W=2m入善朝日線

緩傾斜護岸被災 ２７５ｍ境海岸公共土木施設

朝日町

土砂堆積泊地、航路

舗装はく離 ２０ｍ構内道路

公園、防火水槽等破損集落環境施設

排水管損壊 ７０ｍ
配水管閉塞 ２０００ｍ

集落排水施設

消波ブロック沈下 ５０ｍ防波堤

消波ブロック沈下 ７７０ｍ離岸堤・潜堤

護岸損壊 ６６０ｍ緩傾斜護岸入善漁港

緩傾斜堤被災〃

消波ブロック流出 ７０ｍ
直立堤倒壊、管理用通路沈下３６ｍ

〃

副離岸堤ブロック流出 ４０ｍ〃

消波工被災入善海岸
公共
土木施設

入善町

入善町
被災施設 １１施設



緩傾斜護岸損傷

朝日町 宮崎 入善町 芦崎

入善町 神子沢入善町 芦崎

朝日町 境

富山湾の被害状況写真（富山県東部の状況）

○被害状況（国直轄下新川海岸）

○被害状況（一般施設）

○被害状況（県管理境海岸）

○越波状況 ○越波状況

-- ２２ --



伏木富山港 ２月２４日の冬期風浪による被害について

-- ３３ --

伏木富山港

伏木富山港港湾区域

伏木地区

新湊地区

富山地区

北防波堤ｹｰｿﾝ滑動

万葉埠頭
緑地損傷
道路冠水

万葉埠頭
岸壁冠水

国分海浜公園
土砂堆積

波除堤決壊

波除堤手摺等損傷

海王丸パーク冠水

海王岸壁上部工破損

海老江海浜公園突堤
被覆石等飛散

泊地 貯木流出

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ倒壊

施設の被害なし

新湊漁港防波堤滑動

新湊漁港防波堤
消波工沈下



①

②⑤

③

④

⑥

-- ４４ --

⑩
⑨

⑧ ⑦ ⑪

⑫

⑬

立ち入り禁止被覆石飛散，消波ブロック飛散〃海老江海浜公園突堤⑬

原木回収完了波浪により貯木流出 約2,400本〃新港泊地⑫

立ち入り禁止ネットフェンス倒れ Ｌ＝200ｍ〃元気の森公園の西側緑地⑪

立ち入り禁止解除駐車場一部土砂堆積〃新港海王丸パーク⑩

一部立ち入り禁止波浪により上部タイル破損 Ｌ＝150ｍ〃新港海王岸壁⑨

立ち入り禁止波浪により上部タイル破損 Ｌ＝100ｍ

防護柵破損 Ｌ＝100ｍ

〃新港防波堤（波除）海王町⑧

航路に航行危険箇所の表示ブイ設置波浪により波除堤約50ｍ決壊新湊地区新港防波堤（波除）堀岡町⑦

立ち入り禁止波浪により土砂堆積〃国分浜海浜公園 駐車場⑥

フェンス仮復旧済ソーラスフェンス20ｍ流失〃万葉３号岸壁⑤

立ち入り禁止解除波浪により土砂堆積〃万葉１，２号岸壁④

関係者以外通行禁止波浪により土砂堆積 Ｌ＝540ｍ〃伏木万葉１号線③

立ち入り禁止波浪により被災（舗装、トイレなど） Ａ＝15,000㎡〃万葉埠頭緑地②

北防波堤ケーソン800ｍ岸壁側へ移動伏木地区伏木外港 北防波堤①

現在の措置被災状況（規模は目視程度）発生場所被災施設番号

伏木富山港 ２月２４日の冬期風浪による被害について

伏木地区 新湊地区

平成２０年３月３日現在 伏木富山港の被害状況

⑭

※⑭新湊漁港 防波堤ケーソン滑動・傾斜



伏木地区 被害状況写真

-- ５５ --

(2月24日午後1時）冠水状況

①

②

③

④

①伏木地区 北防波堤

②伏木地区 万葉埠頭緑地

③伏木地区 伏木万葉１号線

④⑤伏木地区 万葉１～３号岸壁

⑥国分海浜公園駐車場

⑤

⑥

土砂堆積状況

万葉３号岸壁 フェンス損傷



新湊地区 被害状況写真

-- ６６ --

⑬
⑪

⑫

⑦⑧
⑨

⑩

⑦波除堤（東側）

海王丸パーク駐車場
冠水状況

海王丸パーク前面護岸
越流状況

被覆石破損状況

⑧波除堤（西側）

⑨海王岸壁

堤体約５０ｍ決壊

上部工手摺、タイル等損傷

タイル損傷

岸壁前面波浪状況

波除堤前面波浪状況

⑩海王丸パーク冠水

⑬海老江海浜公園突堤

⑫原木流失（港内）

⑭

⑭新湊漁港防波堤

ケーソン滑動・傾斜



-- ７７ --

伏木外港 被災状況 （平成２０年２月２５日（月）午後３時頃撮影）

フェンス損傷

築堤損傷

万葉埠頭
緑地損傷
道路冠水

万葉埠頭緑地

万葉３号岸壁

万葉２号岸壁

万葉１号岸壁

北防波堤
堤体滑動



F’区間
60m

F区間
155m

D､D’区間
495m

C区間
210m

B区間
150m

A-2区間
90m

A-1区間
100m

E区間
240m

防波堤（北）既設延長 L=1,500m

H1～H6H11～H14 H10～H12 H2～H11 S63～H3 H5～H7

整備年度：S63～H14

伏木地区北防波堤 被災状況（設計諸元等）

-- ８８ --

被災箇所（H20.2.24冬期風浪）



伏木地区北防波堤 標準断面図（被災区間）

-- ９９ --

F’区間
60m

F区間
155m

D､D’区間
495m

C区間
210m

B区間
150m

A-2区間
90m

A-1区間
100m

E区間
240m

防波堤（北）既設延長 L=1,500m

被災箇所（H20.2.24冬期風浪）

Ｄ区間

Ｃ区間

Ｂ区間



伏木地区北防波堤 被災状況（H20.2.24冬期風浪）

・防波堤（北）B区間 堤体滑動、消波工沈下

・防波堤（北）D、D’区間 堤体滑動、消波工沈下

最大で約１２ｍ港内側へ移動

-- １０１０ --

B区間 150m （15m＠10函）

B-9

B-8

B-7
B-6 B-5

B-10
B-4

B-3
B-2

B-1

②D区間 最大で約２．５ｍ港内側へ移動

①B区間

①

②③

③D､D’区間 最大で約４ｍ港内側へ移動

D-6 D-5

D-33

D区間とD’区間は同一断面（土質条件のみ異なる）



伏木地区北防波堤 被災状況（調査状況）

（移動量は目視による）

-- １１１１ --



伏木地区北防波堤（H20.2.24）被災状況写真①

・防波堤（北）B区間 堤体滑動 ・防波堤（北）Ｄ区間 堤体滑動

・防波堤（北）堤体滑動 （全体図）

・防波堤（北）Ｄ‘区間 堤体滑動

-- １２１２ --



伏木地区北防波堤（H20.2.24）被災状況写真②

・防波堤（北）B区間 堤体滑動（港内側） ・防波堤（北）B区間 堤体滑動、消波工沈下（港外側）

・防波堤（北）D、D’区間 堤体滑動・防波堤（北）D区間 堤体滑動

-- １３１３ --



 
冬季風浪（寄り回り波）による伏木富山港防波堤被災に関する調査（伏木地区防波堤（北）） 

 
海洋・水工部波浪研究室 平石哲也 

 
 

１． 概要 

 平成 20 年 2 月 24 日の冬季風浪により伏木地区防波堤（北）が 855m にわたって被災した．被災要

因の一つとして，寄り回り波と言われる長周期のうねりの影響が考えられるので，現地調査を実施

し，被災メカニズムの解明に務めた．  
  日付：2008 年 3 月 1 日 
 内容：  11:00-12:00   被災概要の把握（伏木富山港湾事務所） 

13:00-15:00  防波堤現地調査 
15:00-16:00  記者発表（寄り回り波の特性と調査目的についてのみ） 
17:00-18:00  万葉地区緑地，入善町芦崎地区踏査 

 調査員：波浪研究室 平石哲也，新潟港湾空港技術調査事務所 吉永所長，高松調査課長 
協力：伏木富山港湾事務所 
 

２． “寄り回り波”の特性 

 日本海北部の暴風域で発生し成長したうねりが，長い距離を伝播して富山湾へ到達するもので，新

湊，滑川等で高波の襲来に時間差がある．あたかも各地を寄って回るように来襲するため古来から寄

り回り波と言われている．これまでに整理された資料では，新湊で最大波高 3～4m で周期 10.5～14.0s
の記録が見られる．なお，NOWPHAS による従来の最大波は以下の通りである： 

地点 水深 機種 H1/3 T1/3 起時 

富山 20.0m USW(海象計) 6.75m 8.3s 2004/10/20,22:00 

伏木富山 46.4m USW 6.53m 8.4s 2004/10/20,22:00 

 

今回の観測値および伏木防波堤設計波は以下の通りである． 

設計波 H1/3=5.3-6.4m T1/3=12.0s   模型実験による 

富山 H1/3=9.92m T1/3=16.2s Hmax=*** Tmax=*** 2008/2/24,16:00 

伏木富山 H1/3=4.22m T1/3=14.2s Hmax=6.49m Tmax=14.8s 2008/2/24,14:00 

 
＊ 富山の観測波形を確認したところ，相対的に浅水域に相当し，波の非線形性によって山が高く，谷が小

さい波形になっていた．伏木富山(-46.4m)から富山(-20.0m)までの波高の増大は非線形波浪の変形を計算

することで再現できると思われる． 

＊ 今回の波浪は，従来よりも周期が長い寄り回り波である．波高についても，設計波と比較するために 

NOWPHAS データを活用し，局所的な分布を精査すべきであろう．周期が長いうねり（長周期うねり）は 

近年各地で観測されており，幅広消波工等による対策が必要となっている．（例：2004/10/20,14:00 室戸 

GPS;H1/3=14.21m,T1/3=16.3s 2006/9/5,3:20 小名浜;H1/3=7.73m, T1/3=16.7s など） 

 



３． 防波堤の被災調査 

 伏木地区 防波堤（北）1500m 中の 855m が被災しており，被災工区は，B, C, D, D’区間である． 防

波堤設置区間の水深は，10～11m であるが，中央部はややテラス状に張り出しており，屈折の影響で，

局所的に波高が高くなる可能性はある．最も被災が顕著な B 区間では，港外側から港内側へ消波ブロ

ックがケーソンを飛び越えた痕跡が見られ，消波ブロックもほぼ全部が水没・飛散していた．したが

って，長周期のうねりによって，まず消波ブロックが移動し，設計値より大きい波力がケーソンに作

用し，マウンドから滑動・転倒したものと考えられる． 
目視でケーソン移動が確認できた D’区間は，上陸することができず消波工の移動状況を詳細に確認

することはできなかった．ただし，D’区間では E 区間側に近づくにつれて滑動量が大きくなる傾向が

あり，ケーソン断面の変化による前面波高の変化について詳細な検討が必要と思われる． 
ケーソンの滑動が大きい部分は，消波工の沈下・飛散も顕著であり，被覆ブロックも含めた安定性

の再検討も重要と考えられる． 
 

  
(a) 消波ブロックの飛散・衝突による上部工欠損    (b) B 区からA 区（堤頭部）を望む 

写真 伏木地区防波堤（北）の被災状況 

 

４． その他 

 万葉地区緑地護岸は越波および吸い出しによる護岸裏込めの被災状況を確認した．護岸ケーソン本

体は被災しておらず，吸い出しの防止，越波流量の再計算等を実施し，透水性の高い材料による置き

かえも対策として考えられる． 
入善町芦崎地区では，入善町の案内で，越波による家屋被災および堤防外側の緩傾斜護岸の被災状

況について情報を収集した．芦崎地区はDL+5.7m の緩傾斜海岸堤防で防護されている．緩傾斜堤の海 

側には離岸堤および潜堤が設置されているが，離岸堤および緩傾斜堤のブロックが多数移動していた． 

ただし，海岸堤防本体は破壊されておらず，通行用の門扉部が破壊されていた．地元消防団の話では， 

波は堤防を飛び越えて，流れのように入ってきたということである．長周期のうねりに伴う長周期波 

による水位上昇などが潜堤や離岸堤の効果を減少させた可能性が高い．また，緩傾斜堤が透水性を有 

していないので，遡上を抑止することができなかったことも一因であろう． 

 

今回の調査にあたり，資料を提供していただくとともに現地調査の調整をしていただいた大釜所長

をはじめとする伏木富山港湾事務所の皆様に深く感謝いたします． 
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2008.03.06.

寄り回り波

富山商船高等専門学校

河合雅司

１．寄り回り波とは？
☆発生時期 １２月～ ４月

富山湾沿岸に災害を及ぼす恐れのあるうねり性の大波

有義周期：１０～１２秒程度， 有義波高：３～５ｍ程度

年に数回程度発生

写真１ 富山商船高等専門屋上から撮影（２００８年２月２４日 １３時頃撮影）

２．寄り回り波の３つの不思議
☆突如来襲：天候が回復し風も治まった頃に大波来襲

☆地域性：大波が発生する地域と発生しない地域がある

☆時間差攻撃：大波が来襲する時間が場所によって異なる
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３．富山湾の特徴
能登半島で北西の季節風による波浪が遮断

☆比較的平穏な海域

☆冬でも漁が可能

☆北東からの波浪に弱い

☆急深の沿岸であり波のエネルギーが減衰しにくい

図１ 富山湾
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４．まとめ

☆北東からの寄り回り波が沿岸災害をもたらしたと思われる。

☆今後の課題と対策

・寄り回り波の定量的定義の確立

・寄り回り波予報通報システムの確立

例：ワンセグリアルタイムデータ放送による緊急寄り回り波情報の提供

・寄り回り波との共存（力で対抗しない方が良い）
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今回の「うねり性波浪」に関する波浪状況等について 

１．被災時の冬季風浪の概況 

   平成２０年２月２３日（土）夕方頃、津軽海峡付近を発達した低気圧が通過した後に強

い冬型の気圧配置が強まり、２４日（日）は、１日中、日本海側を中心に風雪と波の強い

状態が続いた。今回の気圧配置図を図－１（１）・（２）に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．海象計位置図について 

   伏木富山港の波浪観測の海象計の位置図を図－２（１）・（２）に示す。 
  伏木地区は、昭和 62 年から観測を開始し、現在マフコタワー電送により２時間毎、富

山地区は、海象計により常時観測している。２地点の距離は、約１２Ｋｍである。 
なお、観測データは、ナウファスでインターネット配信されている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ (1) 伏木地区位置図        図－２ (2) 富山地区位置図

図－１（1） ２月２３日(土) １８時 図－１（2） ２月２４日(日) ６時 

● 水深－46m 

（汀線から 2.6km 沖） 

● 水深－20m 

（汀線から 2.2km 沖） 
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３．波浪（有義波・周期）の経時変化について 

   ２３日夕方から伏木富山港でも波浪が急激に高まった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図－３ 波浪状況経時変化グラフ（伏木地区 H20/2/22～25） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 波浪状況経時変化グラフ（伏木と富山地区 H20/2/22～25） 

 １）伏木地区 波浪観測値（DL-46m） 
  ・２／２４ 10:00  H1/3＝4.10m、Ｔ1/3＝13.8sec、Hmax＝6.77m 

  ・２／２４ 14:00  H1/3＝4.24m、Ｔ1/3＝14.4sec、Hmax＝6.47m 

 ２）富山地区 波浪観測値（DL-20m） 
  ・２／２４ 10:00  H1/3＝8.65m、Ｔ1/3＝15.0sec、Hmax＝14.53m 

  ・２／２４ 16:00  H1/3＝9.92m、Ｔ1/3＝16.2sec、Hmax 欠測 

 

波高データ（有義・最高）
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 ３）被災時の波浪と他港との時間差について 
   ナウファスの観測データより伏木富山港と直江津港の擾乱時間の推移を図－５に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 月 22 日                 2 月 23 日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 月 24 日                 2 月 25 日 

 

 

 

 

 

 

 

NAWPHAS 網（管内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 被災時の波浪状況（NAWPHAS 速報データ） 
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遅れて伝達 

被災時の気象・海象状況 

 
 
2 月 22 日から 24 日にかけて

日本海を東北東に進む 
低気圧が急速に発達 
 
 
低気圧の最接近は 
2 月 23 日の午前中 
 
 
 
低気圧が通過した 
約１日後に北海道西方から日

本海にかけて発達した 
「寄り回り波」が富山に来襲

 
 
富山湾特有のあいがめ等の 
急傾斜地形の影響で 
減衰せずに到達した波が 
局地的に収束して 
被害をもたらした可能性 

※）直江津港と伏木地区

の距離：約 114km 
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４．過去の最大有義波高および最大周期ベスト１０ 

 

１）伏木地区観測波のランク 

  以下に過去２０年間の上位極大波と大きい周期の有義波Ｈ1/3 の観測記録を示す。 
被災波が非常に長い周期の波浪であったことが判る。 

 （１）極大波Ｈ1/3 順位表： 昭和 62 年 10 月～平成 20 年の伏木地区における有義波高

(H1/3)を大きい順番に抽出した。(1987～2008 年) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）最大周期： 昭和 62 年 10 月～平成 20 年の伏木地区における有義波高(H1/3)2.6m

以上の波を周期の大きい順番に抽出した。(1987～2008 年) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発生日時
H 1/3 (m) T 1/3 (s) 16方位 角度 年/ 月/ 日/ 時 H max (m) T max (s)

1 6.53 8.4 NNE 29 2004/10/20/22 9.90 9.3
2 4.36 8.8 NNE 23 1990/09/20/02 7.00 8.7
3 4.22 14.2 2008/02/24/14 7.51 12.8
4 4.02 8.0 NE 41 1998/01/15/10 8.09 8.0
5 3.64 7.5 NE 41 1990/11/30/20 4.99 6.3
6 3.32 7.1 1997/06/28/22 6.25 7.0
7 3.17 6.7 NNE 33 1992/11/07/18 4.80 6.0
8 3.13 6.5 1998/09/22/18 6.04 6.0
9 3.12 7.1 NNE 20 2006/10/06/22 5.48 8.0
10 3.10 7.2 2002/12/10/04 5.93 7.2

順位
有義波 波向 最高波

発生日時
H 1/3 (m) T 1/3 (s) 16方位 角度 年/ 月/ 日/ 時 H max (m) T max (s)

1 4.04 14.6 2008/02/24/18 5.55 14.0
2 2.77 13.4 NNE 25 2004/02/23/22 4.58 13.7
3 2.70 11.4 NNE 33 2004/12/06/16 3.79 11.9
4 2.93 11.2 NE 38 1991/02/17/10 4.93 10.5
5 2.74 10.8 1991/02/20/00 4.20 10.8
6 2.65 9.7 1987/12/02/06 4.49 9.0
7 5.72 9.4 NNE 25 2004/10/21/00 9.90 9.3
8 3.38 8.9 NNE 32 1990/09/20/06 5.04 9.8
9 2.62 8.6 NNE 33 2006/10/07/12 3.97 8.5
10 4.02 8.0 NE 41 1998/01/15/10 8.09 8.0

順位
有義波 波向 最高波
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２）富山地区観測波のランク 

  以下に過去６年間の上位極大波と大きい周期の有義波Ｈ1/3 の観測記録を示す。 
当該海域では、今回の異常波が過去最高で長い周期を伴う波浪であったことが判る。 

 
 （１）極大波Ｈ1/3順位表： 平成14年9月～平成20年の富山地区における有義波高(H1/3)

を大きい順番に抽出した。(2002～2008 年) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）最大周期： 平成 14 年 9 月～平成 20 年の富山地区における有義波高(H1/3)2.6m

以上の波を周期の大きい順番に抽出した。(2002～2008 年) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．風速デ－タの経時変化について 

 伏木、新湊、富山地区の風速デ－タを下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生日時
H 1/3 (m) T 1/3 (s) 16方位 角度 年/ 月/ 日/ 時 H max (m) T max (s)

1 9.92 16.2 2008/02/24/16 14.53 16.1
2 6.75 8.3 NNE 21 2004/10/20/22
3 6.66 14.4 NNW 327 2005/12/26/22 9.32 14
4 5.96 13.7 NE 45 2004/02/24/02 9.85 13.7
5 4.61 11.4 NNE 20 2003/03/09/06 6.73 11.6
6 4.51 11.9 N 356 2004/12/06/16 7.47 11.7
7 4.31 14.3 2007/01/08/04 6.03 14.3
8 4.16 12.2 N 0 2002/12/17/22 6.67 11.6
9 3.98 12.9 NNW 348 2006/10/09/04 6.18 9.5
10 3.86 12.6 N 356 2004/01/15/00 6.6 12

順位
有義波 波向 最高波

発生日時
H 1/3 (m) T 1/3 (s) 16方位 角度 年/ 月/ 日/ 時 H max (m) T max (s)

1 9.92 16.2 2008/02/24/16 14.53 16.1
2 6.66 14.4 NNW 327 2005/12/22/22 9.32 14.0
3 4.31 14.3 2007/01/08/04 6.03 14.3
4 2.67 14.2 NNW 327 2005/12/20/02 3.82 14.7
5 2.64 14.0 N 4 2004/01/12/02 3.88 14.3
6 4.87 13.9 N 4 2004/02/24/04 7.33 14.2
7 2.99 13.2 N 4 2006/01/04/16 4.34 12.9
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６．既往最高波と被災波（有義波・周期）の経時変化について 

   過去最大波（平成１６年）と被災波の有義波と周期の経時変化を示す。被災波は、 
設計周期１２sec 以上が約２２時間も継続する異常なものである。 

　　　　　　　　　　　最大有義波高比較
平成１６年既往最高波高　ＶＳ　平成２０年２月２４日冬季風浪
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図－６ 既往最高波浪と今回冬期風浪の比較（１） 

 

　　　　　　　　周期比較（最大有義波高時）
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図－７ 既往最高波浪と今回冬期風浪の比較（２） 

 

 

 

 

 

 

 



 - 7 -

７．“波の違い” 既往最高波浪と被災波の比較について 

１）周期（波長）の違い 
過去最大波（平成１６年）と今回波高の周期（波長）に着目して、Ｂ区間水深相当

でのモデル図を図－８に示す。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 波の違い 既往最高波浪と被災波の比較 

 

２）周期と波圧の関係について 
波の周期が堤体に働く波圧合力の関係を判りやすく対比させた。図－９に一般的な傾

向をグラフに示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 周期と堤体に働く波圧合力の関係 
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８．日本海および富山湾の地形について 

   うねり性波浪（寄り回り波）を検討する上で、他に類を見ない富山湾を取り巻く自

然条件として日本海の海底地形・富山湾地形を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１０ 日本海の海底地形      図－１１ 富山湾の海底地形 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１２ 富山湾の海底地形 

 
 
 

資料：第九管区海上保安本部
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９．うねり性波浪（寄り回り波） 

「寄り回り波」は富山湾特有のうねり性の大波です。この

波は 低気圧が去って、半日から一日ほどたって、湾内の風

が収まった後突如として来襲します。 
この波は主に冬季に発生しますが、早いときには１０月に発

生したこともあります。強い冬型の気圧配置になったときに

顕著で、低気圧が日本海を通り北海道東方海上で発達を続け

ると、北海道の西方海上では北よりの暴風が吹きます。この

暴風が長時間続くと、この海域では高波が発生します。この

波がうねりとなって南へ伝わり、富山湾に進入します。 
この波は、富山湾の地形と複雑な海底地形の影響を受け、さ

らに大波となって沿岸へ打ち寄せます。とくに庄川、神通川、常願寺川河口近くの沿岸に

集中的に影響を及ぼすのが特徴です。気象台では波浪注意報・警報の中で「うねり（寄り

回り波）により波が高くなるでしょう」という表現を用いることにしています。風が弱く

ても急に波が高くなることがありますので、海岸付近にいる人は十分注意しまし 
ょう。暖冬といわれる年でも、個々の日を見ると強い冬型の気圧配置になることがありま

す。大雪、暴風、波浪警報など気象台の発表する気象情報に十分注意しましょう。 
                           資料：富山地方気象台 
 
１０．「あいがめ」と北防波堤の位置について 

「あいがめ」からの今回被災した北防波堤の位置について、図－１３に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１３ 「あいがめ」と伏木北防波堤 
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１１．北防波堤の深浅図について 

   今回被災した北防波堤周辺の深浅図を図－１４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１４ 北防波堤周辺の深浅図（平成１９年６月 測量） 
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資料－4第１回富山湾における「うねり性波浪」対策検討技術委員会(H20.3.6)

全国港湾海洋波浪観測情報網(ナウファス)が捉えた

平成２０年２月２４日の日本海沿岸の高波について

独立行政法人 港湾空港技術研究所

海洋・水工部長 永 井 紀 彦

１．全国海洋波浪観測情報網（ナウファス）の概要

①国土交通省港湾局、全国８つの地方整備局港湾空港部、北海道開発局、沖縄総合事

務局、国土技術政策総合研究所、独立行政法人港湾空港技術研究所が、相互連携を

、 。図りつつ構築・運営を行っている 我が国沿岸の波浪観測および情報ネットワーク

②平成20年２月末現在、全国約６０地点において、365日24時間連続リアルタイムで

波高、周期、波向などの波浪観測を実施。

③北海道～東北～北陸～山陰・北部九州の日本海沿岸においては、留萌・石狩湾新・

瀬棚（北海道）深浦（青森県 、酒田（山形県 、秋田（秋田県 、新潟沖・直江津） ） ）

（新潟県 、富山・伏木富山（富山県)、輪島・金沢（石川県 、福井（福井県 、柴） ） ）

（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）山・柴山港内 兵庫県 鳥取 鳥取県 浜田 島根県 藍島・玄界灘 福岡県

の19の観測点に「海象計（超音波式波高計 」を設置・観測中（秋田：今回欠測 。） ）

２．平成２０年２月２２日～２５日の波浪観測結果（参考資料①②③参照）

①期間中、富山観測点において日本海沿岸で最大波浪を観測

かつ、同地点で観測開始以来、最大波浪を観測

・日本海全域で高波を観測。特に、富山湾内の富山観測点（水深20.0m）において、24日16:00

（15:50-16:10）に有義波高9.22m、周期16.2秒の波浪を観測（速報値 。）

・これは、今回の観測＜日本海全体（観測点：18点）＞において、最大の波浪。かつ同観測点

においても、平成14年の観測開始以来、最大の波浪。

・富山観測点のほか、２カ所（輪島観測点、柴山観測点）で既往最大観測記録を更新。

②日本海沿岸を南下（北海道～東北～北陸）するにつれ、波高・周期が増大

・富山湾以北の観測点では、有義波高が最大となる、ほぼ同時刻に有義波周期も極大。

・比較的地形等による遮蔽の少ない観測点での最大有義波の波高・周期は、次表の通り。

・富山湾以北の観測点では、南下するほど波浪がより大きく発達し、波高や周期が大きくなっ

ていることを確認。
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最大観測有義波（速報値）
観測点 備 考

有義波高 周 期 観測時刻

留 萌 3.83 m 9.0 秒 24日03:00

瀬 棚 4.83 m 10.3 秒 24日05:00

深 浦 6.96 m 11.1 秒 24日00:20

酒 田 7.99 m 12.3 秒 24日04:00

輪 島 7.73 m 13.2 秒 24日12:20

富 山 9.92 m 16.2 秒 24日16:00 観測点水深：20.0 m

伏木富山 4.22 m 14.2 秒 24日14:00 〃 ：46.4 m

③富山湾内の２つの観測点（富山、伏木富山）では、波高に差（参考資料④参照）

・富山観測点、伏木富山観測点での最大観測有義波は、周期はそれほど差がないが、波高は２

倍ほどの差。

・これは、２つの観測点の水深に差があるため、波浪が沖合から沿岸に近づくにつれて波高が

増大し、富山観測点の波高が高くなった影響が大きい。

・また、周期の長い波浪は複雑な海底地形の影響を受けやすいと考えられることから、局所的

に波エネルギーの集中が発生した可能性あり （今後検証）。

④金沢以西の観測データ

・金沢以西の日本海沿岸の観測点では、有義波高の極大を過ぎてから、さらに有義波周期が長

くなっている。

例えば、福岡県沖の玄界灘（水深39.5m）では、24日05:40に、最大観測有義波高4.24m，周

期9.6秒を観測。その後、波高はゆっくりと減衰するものの周期はさらに長くなり、25日午

前中には周期12秒程度のうねり状態が継続。

・富山湾以西の日本海沿岸では、近傍で発達した風波と、北から伝わってきた「うねり」との

来襲時刻が大きくずれたため、結果的に富山湾で見られたような顕著な高波にはならなかっ

たものと推定。

３．過去の観測結果との対比

「 」 （ 、・ 寄り廻り波 に関する既往の観測事例については参考資料⑤を参照 当論文では

過去に観測された「寄り廻り波」について取りまとめ 。）

2002年２月20日、日本海を東進、発達した二つ玉低気圧の影響により、留萌（北海

道）で観測された高波のうち、周期10秒以上の長周期成分が、12-24時間後に富山

湾に「うねり」として伝播。

・今回も、富山観測点では、留萌観測点から13時間遅れで最大有義波浪を観測。

留萌と富山とのピーク時間差だけを見れば、2002年２月20日に観測された「寄り廻
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り波」と同程度。

・富山観測点で観測された波浪は、これまでの既往最大有義波（台風0423号、平成16

年10月)と比較して、周期が非常に長く２倍程度。

台風0423号による高波は、台風の近接に伴う近傍の強風によって発達したもの。こ

れに対し、今回は、発達した二つ玉低気圧による強風と、北海道沿岸から富山湾に

至る約1000kmにもおよぶ吹送距離の影響により、周期の長い高波浪（いわゆる「寄

り廻り波 ）に発達、と思慮。」

（これまで） 2004.10.20.22:00 最大有義波高6.75m，周期 8.3秒（台風0423号による）

（今 回） 2008. 2.24.16:00 最大有義波高9.22m，周期16.2秒

（参 考)

○有 義 波：ある期間で得られた波形を個々の波高に分解し、大きい順に並びかえ、上位1/3に

ついて平均した値を有義波高という。また、目視の波浪観測結果と良く一致するこ

とで知られている。

○吹送距離：波は風の作用を受けて発達しながら伝播する。波が風を受けて発達しながら進行

する距離を吹送距離という。
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H1/3

T1/3

水圧補足期間：2008年 2月22日～ 2月25日

※ 2008年２月22～25日の速報値（2008/03/05時点）
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解析期間：2008年２月22日～25日 ※ 2008/03/05時点の速報値

H1/3の差

起 時 H1/3(m) T1/3(s) Hmax(m) Tmax(s) 波向(°) 今回－既往 H1/3(m) T1/3(s) Hmax(m) Tmax(s) 起 時 発生要因

1 604 留萌 24日 3時 0分 3.83 9.0 7.32 8.3 335 -4.00 7.83 10.6    －    － 04年 9月 8日14時 台風0418号

2 611 石狩新港 24日 4時 0分 4.78 10.3 6.89 8.8 335 -1.22 6.00 10.8 7.82 11.7 04年12月17日 4時20冬型気圧配置

3 603 瀬棚 24日 5時 0分 4.83 10.3 7.39 9.9 316 -4.60 9.43 12.9 15.46 13.2 95年11月 9日 8時 冬型気圧配置

4 201 深浦 24日 0時20分 6.96 11.1 9.49 9.4 － -3.40 10.36 14.5 14.53 13.5 04年11月27日 6時 冬型気圧配置

5 102 酒田 24日 4時 0分 7.99 12.3 10.57 14.7 欠測 -2.66 10.65 13.8 13.92 13.2 04年11月27日 6時 冬型気圧配置

6 112 新潟沖 24日 0時 6.46 9.7 10.20 10.4 欠測 ピーク付近欠測 -2.02 8.48 7.9    －    － 05年12月22日12時 冬型気圧配置

7 114 直江津 23日19時 0分 6.40 10.2 8.23 10.9 欠測 -2.84 9.24 12.6 12.93 11.5 03年12月20日16時 冬型気圧配置

8 115 富山 24日16時 9.92 16.2    －    － 欠測 水圧補足値 3.17 6.75 8.3    －    － 04年10月20日22時 台風0423号

9 113 伏木富山 24日14時 4.22 14.2 6.49 14.8 欠測 -2.31 6.53 8.4    －    － 04年10月20日22時 台風0423号

10 105 輪島 24日12時20分 7.73 13.2    －    － 欠測 水圧補足値 0.11 7.62 12.0 12.49 11.9 03年12月20日18時 冬型気圧配置

11 106 金沢 23日20時40分 6.10 10.7 9.23 11.0 323 -2.04 8.14 10.3    －    － 01年12月15日 6時 冬型気圧配置

12 117 福井 23日23時20分 6.68 11.0 10.92 11.3 0 -1.11 7.79 13.2 10.10 11.8 81年12月 2日 6時 冬型気圧配置

13 310 柴山 24日 3時 0分 6.88 10.6 12.16 10.8 344 ピーク付近欠測 0.11 6.77 11.5 10.34 12.7 05年12月 6日12時 冬型気圧配置

14 313 柴山(港内) 24日14時 2.15 12.1 3.51 15.2 － ピーク付近欠測 -0.45 2.60 9.4    －    － 04年10月20日18時 台風0423号

15 304 鳥取 24日11時20分 5.89 11.9 11.15 13.4 348 -1.65 7.54 11.3 10.18 12.3 90年12月11日22時 日本海低気圧及び冬型気圧配置

16 305 浜田 24日 2時 5.39 10.1 7.79 10.0 4 -2.54 7.93 11.2 12.31 12.5 90年12月11日18時 日本海低気圧及び冬型気圧配置

17 406 藍島 23日13時40分 2.37 7.0 3.83 8.2 323 -3.24 5.61 12.1 9.39 14.4 87年 2月 3日18時 二つ玉低気圧及び冬型気圧配置

18 405 玄界灘 24日 5時40分 4.24 9.6 6.21 8.8 12 -3.79 8.03 9.7    －    － 04年 8月30日18時 台風0416号

既往最大有義波および対応最高波（2006年まで）最大有義波および対応最高波
備  考CODE 地点名

M-PHBGKN
テキストボックス
参考資料②



H1/3(m) T1/3(s) Hmax(m) Tmax(s) 更新

1 留萌 ＵＳＷ -49.8 7.83 10.6    －    － 04年 9月 8日14時 台風0418号 1 604

2 ★ 石狩新港 ＵＳＷ -22.4 6.00 10.8 7.82 11.7 04年12月17日 4時20分 冬型気圧配置 2 611

3 瀬棚 ＵＳＷ -52.9 9.43 12.9 15.46 13.2 95年11月 9日 8時 冬型気圧配置 3 603

4 ★ 青森 ＵＳＷ -24.9 2.64 5.8 4.31 5.3 06年10月 7日16時40分 南岸低気圧 新規 4 220

5 深浦 ＵＳＷ -51.0 10.36 14.5 14.53 13.5 04年11月27日 6時 冬型気圧配置 5 201

6 秋田 ＵＳＷ -29.4 8.53 13.0 11.46 12.8 90年12月 2日16時 台風9028号崩れ及び冬型気圧配置 6 101

7 酒田 ＵＳＷ -45.9 10.65 13.8 13.92 13.2 04年11月27日 6時 冬型気圧配置 7 102

8 新潟沖 ＵＳＷ -34.5 8.48 7.9    －    － 05年12月22日12時 冬型気圧配置 8 112

9 直江津 ＵＳＷ -32.7 9.24 12.6 12.93 11.5 03年12月20日16時 冬型気圧配置 9 114

10 富山 ＵＳＷ -20.0 6.75 8.3    －    － 04年10月20日22時 台風0423号 10 115

11 伏木富山 ＵＳＷ -46.4 6.53 8.4    －    － 04年10月20日22時 台風0423号 11 113

12 輪島 ＵＳＷ -52.0 7.62 12.0 12.49 11.9 03年12月20日18時 冬型気圧配置 12 105

13 金沢 ＵＳＷ -20.2 8.14 10.3    －    － 01年12月15日 6時 冬型気圧配置 13 106

14 福井 ＵＳＷ -21.3 7.79 13.2 10.10 11.8 81年12月 2日 6時 冬型気圧配置 14 117

15 ★ 敦賀 ＵＳＷ -18.8 1.62 5.8 2.26 4.2 06年12月29日 5時20分 冬型気圧配置 更新 15 116

16 柴山 ＵＳＷ -41.1 6.77 11.5 10.34 12.7 05年12月 6日12時 冬型気圧配置 16 310

17 柴山(港内) ＵＳＷ -11.1 2.60 9.4    －    － 04年10月20日18時 台風0423号 17 313

18 鳥取 ＵＳＷ -30.0 7.54 11.3 10.18 12.3 90年12月11日22時 日本海低気圧及び冬型気圧配置 18 304

19 境港 ＵＳＷ -12.0 3.22 10.8 4.06 10.1 04年10月21日 0時 台風0423号 19 312

20 浜田 ＵＳＷ -50.1 7.93 11.2 12.31 12.5 90年12月11日18時 日本海低気圧及び冬型気圧配置 20 305

21 藍島 ＵＳＷ -21.1 5.61 12.1 9.39 14.4 87年 2月 3日18時 二つ玉低気圧及び冬型気圧配置 21 406

22 玄界灘 ＵＳＷ -39.5 8.03 9.7    －    － 04年 8月30日18時 台風0416号 22 405

23 伊王島 ＵＳＷ -50.0 10.37 13.6 15.03 16.2 91年 9月27日16時 台風9119号 23 404

24 熊本 空中発射 -4.2 1.19 4.6 2.34 4.8 06年 8月19日 2時 台風0610号 新規 24 420

25 名瀬 ＵＳＷ -54.6 8.46 11.4 14.17 14.7 05年 9月 5日22時 台風0514号 25 402

26 那覇 ＵＳＷ -52.9 9.24 14.1 13.77 14.9 90年10月 6日20時 台風9021号 26 702

27 ★ 紋別(南) ＵＳＷ -52.6 7.51 12.1 12.72 11.5 06年10月 8日 9時 0分 南岸低気圧 更新 27 609

28 ★ 釧路 ＵＳＷ -50.1 5.47 8.2 7.69 8.6 06年 2月27日 0時20分 冬型気圧配置 更新 28 613

29 ★ 十勝 ＵＳＷ -23.0 7.82 14.9 10.65 15.2 06年10月 8日 1時40分 南岸低気圧 更新 29 607

30 苫小牧 SRW-V -13.3 6.10 15.5 8.10 15.0 72年 2月28日10時 二つ玉低気圧 30 602

31 むつ小川原 ＵＳＷ -43.8 9.56 12.5 14.65 13.9 91年 2月17日 0時 二つ玉低気圧及び冬型気圧配置 31 202

32 ★ 八戸 ＵＳＷ -27.7 7.64 12.4 10.74 13.7 06年10月 7日17時 0分 南岸低気圧 更新 32 203

33 久慈 ＵＳＷ -49.5 8.09 10.7 11.41 11.8 02年 1月27日20時 南岸低気圧 33 219

34 ★ 釜石 ＵＳＷ -49.8 7.22 13.3 12.36 13.2 06年10月 7日15時 0分 南岸低気圧 更新 34 204

35 石巻 ＵＳＷ -20.8 5.66 11.7 9.48 11.1 02年10月 2日 2時 台風0221号 35 218

36 仙台新港 ＵＳＷ -21.3 5.63 11.4 8.00 11.0 02年10月 2日 2時 台風0221号 36 205

37 相馬 ＵＳＷ -17.1 6.77 11.6 9.49 15.2 06年10月 7日 2時 南岸低気圧 更新 37 214

38 ★ 小名浜 ＵＳＷ -20.0 7.73 16.7 9.74 17.0 06年 9月 5日 3時20分 台風0612号 更新 38 206

39 常陸那珂 ＵＳＷ -30.3 7.59 10.4    －    － 06年10月 6日22時 南岸低気圧 更新 39 209

40 鹿島 ＵＳＷ -24.0 7.50 10.5    －    － 05年 1月16日12時 二つ玉低気圧 40 207

41 第二海堡 ＵＳＷ -28.8 2.18 5.9 3.16 6.7 04年12月 5日 6時 南岸低気圧 41 217

42 アシカ島 ＵＳＷ -21.7 6.12 8.0    －    － 98年 9月16日 8時 台風9805号 42 901

43 ★ 波浮 ＵＳＷ -48.3 8.49 9.0    －    － 05年 8月25日23時20分 台風0511号 43 212

44 下田 ＵＳＷ -51.1 6.71 11.9 9.24 14.3 98年 9月16日 6時 台風9805号 44 504

45 清水 ＵＳＷ -51.8 4.79 16.4 8.41 14.8 02年10月 1日20時 台風0221号 45 505

46 ★ 御前崎 ＵＳＷ -22.8 8.91 10.6    －    － 05年 8月25日20時40分 台風0511号 46 501

47 伊勢湾 ＵＳＷ -26.9 3.13 6.8 4.68 6.4 04年 8月31日 0時 台風0416号 47 506

48 潮岬 ＵＳＷ -54.7 10.22 15.7 14.27 13.8 04年10月20日18時 台風0423号 48 301

49 神戸 ＵＳＷ -17.0 3.77 7.3 7.03 6.4 93年 9月 4日 6時 台風9313号 49 306

50 小松島 ＵＳＷ -20.8 4.22 7.4    －    － 04年 6月21日10時 台風0406号 50 311

51 ★ 室戸GPS GPSﾌﾞｲ -100.0 14.21 16.3 17.83 17.3 04年10月20日14時20分 台風0423号 51 314

52 室津 ＵＳＷ -26.8 13.55 15.8    －    － 04年10月20日14時 台風0423号 52 307

53 高知 ＵＳＷ -24.1 12.49 16.4    －    － 04年10月20日14時 台風0423号 53 309

54 上川口 ＵＳＷ -27.9 8.47 13.7 12.56 12.8 05年 9月 6日18時 台風0514号 54 308

55 ★ 苅田 ＵＳＷ -9.6 3.76 6.9    －    － 06年 9月17日20時 0分 台風0613号 更新 55 409

56 細島 ＵＳＷ -48.3 11.05 12.3    －    － 04年 8月30日12時 台風0416号 56 411

57 志布志湾 ＵＳＷ -36.2 9.03 12.8 12.22 12.3 04年 8月30日 8時 台風0416号 57 407

58 鹿児島 ＵＳＷ -24.1 4.09 7.0    －    － 04年 9月 7日 6時 台風0418号 58 408

59 中城湾 ＵＳＷ -39.6 11.93 13.6    －    － 04年10月19日12時 台風0423号 59 701

60 ★ 平良沖 ＵＳＷ -44.1 6.68 10.5 13.85 11.1 06年 9月16日17時20分 台風0613号 更新 60 706

61 石垣 ＵＳＷ -16.7 4.11 6.8    －    － 97年 8月18日 0時 台風9713号 61 704

62 ★ 石垣沖 ＵＳＷ -34.8 6.22 9.9    －    － 06年 9月16日 9時 0分 台風0613号 更新 62 705

63 神威脇 ＵＳＷ -50.0 6.64 10.6 10.40 10.4 06年11月22日20時 冬型気圧配置 検討 63 608
注1）網掛けの地点は，2006年に最大有義波高が更新されたことを示す．ただし，青森および熊本は，
     2006年からの新規検討対象地点．
注2）★は連続観測データより抽出．
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波高・周期 （ナウファスデータ）

伏木富山港の有義波高と周期
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富山湾における「うねり性波浪」 対策検討技術委員会
検討フロー（案）

＜委員会検討内容＞ ＜委員会検討スケジュール(案)＞

２．港湾施設の被災メカニ
ズムの把握と今後の対
応策（伏木防波堤等）

①海底地形図、海図、深浅図の
収集

② １－⑥⑦を用いた時刻別の波
圧計算

③ ２－②に基づく被災メカニズ
ムの把握

④今後の対応策、設計手法等へ
の反映

第１回委員会

第3回委員会

検討結果の公表

第１回；赤文字、第２回；青文字、第３回；緑文字

第2回委員会

(1) 今回の「うねり性波浪」によ
る被害について

(2) 「寄り回り波」について
(3) 今回の「うねり性波浪」に関

する波浪状況等について
(4) ナウファスに関する情報につ

いて
(5) 今後の検討方針(案)について

報告・検
討事項

１－①～③と２－①について検討検討内容

08/03/06年 月 日

(1) 第１回委員会での課題報告
(2) 「寄り回り波」による過去の

港湾施設被災事例の整理
(3) 「寄り回り波」に関する過去

の検討事例の整理
(4) 「うねり性波浪」の特性解明

について
(5) 伏木防波堤の被災要因につい

て
(6) 伏木防波堤の被災メカニズム

について

報告・検
討事項

１－④～⑦と２－②～③について
検討

検討内容

08/03/末 又は 08/04/初年 月 日

１．ナウファス観測データ等を
用いた「うねり性波浪」の
特性把握（原因究明）

① 被害状況の整理

② 「寄り回り波」の現象（特性）
の整理

③ ナウファス観測データの整理

④ 「寄り回り波」による過去の港
湾施設被災事例の整理

⑤ 「寄り回り波」に関する過去の
検討事例の整理

⑥ 全国のナウファス観測データに
よる現象分析

⑦ 海底地形を考慮した再現シミュ
レーションによる「うねり性波
浪」の特性把握

(1) 第２回委員会での課題報告
(2) 「うねり性波浪」の対策につ

いて

報告・検
討事項

２－④について検討検討内容

08/04/下年 月 日
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